
ヨ沈

Ige

子
欝
田
中
阿
歌
麿
君
著
諏
訪
湖
の
研
．
・
究
を
讃
む

理
學
博
士
小
川
琢
治

　
本
書
題
し
て
『
湖
沼
風
上
よ
り
見
懸
る
諏
訪
湖
の
研
究
』

こ
い
ひ
、
上
下
二
黒
千
六
百
八
十
二
頁
の
一
大
著
作
に
し

て
、
朋
治
三
十
九
年
初
て
調
査
に
署
潔
し
、
十
年
の
星
霜

を
繧
て
大
正
七
年
一
月
其
上
蓉
を
公
に
し
、
九
月
野
鼠
の

印
刷
ゆ
功
を
竣
へ
π
り
。
朋
治
大
正
五
十
年
に
一
町
霧
の

手
に
て
研
鐡
し
得
だ
る
結
果
ε
し
て
、
地
理
學
上
に
未
だ

此
4
3
如
き
も
の
を
見
ず
こ
い
ふ
も
過
褒
の
僻
…
に
非
す
。
鑓

中
黒
欝
は
地
理
學
に
深
き
興
味
を
有
し
、
佛
臼
に
學
び
齢

謝
せ
ら
れ
し
後
、
本
邦
に
於
て
何
入
も
手
を
薯
け
ざ
り
し

湖
沼
の
研
究
を
試
み
、
北
北
海
蓮
よ
穏
南
九
州
に
至
る
ま

　
　
　
第
四
巻
　
・
批
　
冊

子
欝
田
中
阿
歌
櫻
君
著
譲
訪
湖
の
研
究
を
讃
む

で
全
土
の
湖
沼
を
歴
了
し
て
調
査
せ
ら
れ
、
歓
洲
ε
北
米

洲
こ
の
外
に
湖
沼
の
智
識
本
邦
の
如
く
明
確
な
る
庭
稀
な

る
に
至
れ
り
。
而
し
て
今
回
公
に
さ
れ
し
所
は
其
の
事
業

中
尊
も
浩
翰
に
し
て
且
つ
重
要
な
る
も
の
な
れ
ば
、
實
に

本
邦
に
於
け
る
湖
沼
學
の
課
程
を
示
す
紀
功
碑
的
著
作
な

り
こ
す
。

　
ム
ー
此
の
大
冊
の
内
容
を
紹
介
す
る
に
掛
田
り
此
の
湘
｝
水
に

關
し
て
提
示
さ
れ
湿
る
所
を
墨
げ
ん
こ
せ
ぱ
所
謂
僕
を
更

へ
て
悉
く
す
能
は
ざ
る
も
の
な
れ
ば
、
讃
者
の
大
概
を
窺

ふ
の
一
助
こ
し
て
左
に
評
者
の
注
意
せ
る
所
を
略
興
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
五
七
　
（
三
五
二
）



第
四
巻
　
批
評
　
子
麟
田
中
嗣
猷
鰐
君
著
諏
訪
湖
の
研
究
を
謹
む

し
Q

　
諏
訪
湖
は
北
緯
三
＋
六
塵
雰
四
ナ
詳
解
書
下
三
＋
八

度
五
分
五
十
秒
を
重
心
鮎
こ
す
る
位
置
に
在
り
て
、
信
濃

國
の
中
央
に
位
し
遽
江
洋
に
流
入
す
る
天
龍
州
の
源
頭
を

成
し
、
共
駅
馬
に
は
飛
騨
木
曾
赤
石
の
諸
由
嶽
ご
八
ケ
嶽

立
科
鉢
伏
の
諸
火
山
を
環
ら
し
、
我
本
革
の
最
も
幅
轟
き

中
央
日
本
の
中
央
最
も
地
盤
の
高
峻
な
る
庭
に
朋
鏡
の
如

き
湖
面
を
尊
く
も
の
な
り
。
故
に
此
の
湖
面
は
海
抜
七
五

九
米
あ
り
て
、
本
邦
に
於
て
争
訟
な
る
湖
沼
中
日
光
中
宮

祠
湖
・
（
中
畑
麗
恵
出
撃
〉
　
　
冨
工
臨
○
米
に
次
ぐ
画
尚
位
に
噛
仕
・
り
。

至
れ
ざ
も
其
面
積
は
一
四
方
粁
六
五
〇
に
し
て
大
さ
よ
り

い
へ
ば
第
三
十
五
位
に
在
り
。
此
の
湖
盆
は
娩
川
よ
り
釜

・
無
川
を
経
て
富
士
川
に
通
す
る
中
央
日
本
の
鈍
き
s
馳
駅

の
一
大
野
里
線
の
中
央
に
在
り
、
北
西
よ
り
南
東
に
走
る

難
谷
の
一
部
な
る
も
、
其
の
爾
端
は
埋
浸
し
て
李
野
を
成

し
、
湖
岸
の
輪
郭
は
賂
ぽ
北
西
南
東
、
ご
北
東
南
西
ご
に

走
る
四
岩
脇
に
近
く
、
其
の
北
頭
南
東
に
走
心
爾
醤
岸
は

第
二
號
　
　
一
五
八

！x

ノ、

Vl

山
足
に
迫
り
、
莫
の
北
東
南
西
に
走
る
爾
鋤
岸
は
開
け
た

る
李
野
に
古
り
、
叉
後
者
に
は
之
に
流
入
す
る
河
口
の
三

角
湖
の
登
蓮
を
認
む
。
湖
盆
に
際
す
る
現
在
の
湖
面
は
此

の
如
く
レ
ン
ズ
駿
の
低
地
の
最
も
幅
廣
き
庭
に
脹
晴
の
如

く
殆
ん
ざ
圓
斌
に
近
き
形
状
を
成
し
疑
れ
ば
、
嘗
て
故
原

田
博
士
の
火
山
作
用
に
よ
っ
て
生
せ
る
「
マ
ー
ル
」
の
一

例
ご
考
へ
海
る
如
き
こ
ご
あ
今
。
雲
隠
邸
甚
だ
小
に
し
て

面
覆
を
圓
周
こ
せ
る
長
さ
に
関
し
其
周
園
は
僅
か
に
｛
。

三
四
五
山
ハ
に
渦
一
ぎ
・
す
O

　
湖
盆
の
性
質
は
構
蜷
谷
の
次
第
に
堤
没
し
つ
》
あ
る
低

地
な
れ
ば
深
度
極
め
て
小
に
し
て
、
其
申
央
に
七
米
の
等

深
線
は
北
東
以
西
に
長
き
猛
撃
欺
に
近
き
輪
廓
を
呈
し

其
最
も
深
き
庭
も
七
、
一
二
五
二
米
を
出
で
す
○
此
の
如

く
淺
き
も
の
は
海
岸
の
潟
叉
は
園
地
の
池
に
於
て
見
る
所

に
し
て
、
山
間
の
湖
沼
こ
し
て
頗
る
顯
著
な
る
事
實
な
う

こ
す
ゆ
從
っ
て
其
容
積
も
亦
π
僅
に
○
、
〇
六
四
二
一
立

方
粁
に
過
ぎ
す
。
逃
れ
ざ
も
湖
底
に
は
小
凹
凸
あ
り
て
漏



斗
欺
都
留
成
し
之
を
『
釜
』
ご
呼
び
、
典
成
閃
は
天
然
瓦

斯
叉
は
温
泉
の
湧
出
す
る
傭
め
他
の
部
分
の
如
く
泥
土
の

堆
積
せ
ざ
る
な
り
ε
い
ふ
○
其
最
も
著
し
き
は
識
泉
湧
出

坑
た
る
七
ッ
釜
に
し
て
、
上
諏
訪
陽
ノ
脇
の
湖
岸
に
接
し

最
大
の
『
大
釜
勘
は
深
度
六
米
に
達
し
、
圓
筒
状
の
小
馬

を
成
し
、
な
ほ
深
く
地
下
鷲
諮
る
も
の
な
り
。
湖
底
堆
積

物
は
「
曾
根
及
び
南
岸
三
角
洲
に
接
す
る
部
分
の
砂
を
除

け
ば
殆
ざ
全
く
泥
よ
り
成
9
て
、
フ
ォ
ー
レ
ア
氏
の
曾
機

…
貿
軟
泥
耕
脳
ご
呼
べ
る
も
の
に
畑
胴
當
そ
・
○
砂
質
の
硬
き
湘
…
底

を
も
曾
根
ご
呼
ぶ
も
、
最
も
署
し
き
上
諏
訪
の
北
な
る
大

和
下
の
曾
根
は
二
忌
寸
の
．
泥
履
の
下
に
粘
土
砂
火
山
礫
黒

曜
石
片
帆
よ
り
成
る
報
命
質
粘
士
層
な
り
。
其
深
度
梢
他

部
よ
り
掻
く
勧
故
圷
井
藤
蔓
の
湖
上
居
住
の
殻
蹟
な
ら
ん

こ
の
説
を
出
し
、
一
時
論
題
・
し
な
れ
る
庭
な
り
。
劔
保
樽

士
は
空
地
を
踏
査
し
て
山
崩
れ
あ
る
地
盤
を
以
て
原
ご
水

面
に
取
れ
た
る
も
の
こ
し
て
之
に
反
期
せ
ら
れ
だ
b
o
為

れ
ご
も
鐵
窟
の
切
り
取
り
に
よ
り
生
走
る
地
脳
鴻
り
め
る
を

　
　
　
第
四
巷
　
　
批
　
評

子
醤
田
中
晦
歌
纏
君
著
諏
訪
湖
の
研
究
を
譲
む

根
慷
こ
し
て
薩
に
湖
底
に
も
同
檬
の
地
盤
の
墾
化
が
起
れ

り
ご
考
ふ
る
は
未
だ
不
確
な
る
結
論
だ
る
を
論
れ
す
。
但

し
曾
根
が
奨
東
の
郵
陵
地
ご
共
に
湖
底
に
露
は
る
、
地
盤

に
し
て
湖
水
の
堆
績
物
の
少
き
こ
、
じ
は
著
し
き
事
實
な
り

ご
認
む
○

　
湖
盆
の
墾
遷
は
頗
る
玉
繭
く
其
地
質
時
代
よ
り
先
史
隠
㌔

代．

�
o
て
現
在
に
至
る
問
に
次
第
に
面
積
を
戯
少
し
把
陽

洪
積
期
水
面
は
天
瀧
川
河
谷
の
爾
斜
面
に
於
て
現
湖
面
上

約
百
九
十
米
海
抜
約
九
百
五
十
米
に
在
り
し
も
の
＼
如
く

現
盆
地
の
全
部
及
び
郵
腹
に
盈
ち
、
其
後
約
八
十
米
及
び

五
十
米
の
二
段
の
湖
岸
段
邸
を
作
れ
る
時
期
を
転
た
夢
e

評
者
の
意
見
に
て
は
此
の
洪
魚
期
の
水
位
を
示
す
段
郵
は

現
湖
観
に
先
ち
把
る
釜
無
州
に
連
れ
る
薦
河
湖
の
時
代
に

属
す
る
も
の
に
し
て
、
必
ず
し
も
諏
訪
潮
其
も
の
、
み
の

湖
盆
に
固
有
な
る
も
の
に
非
ざ
る
べ
し
。
石
器
時
代
に
至

り
て
も
現
湖
盆
沖
積
地
は
欝
ほ
殆
ざ
全
く
水
を
湛
へ
元
る
．

も
の
に
し
て
、
其
の
遺
蹟
は
周
圏
の
山
地
に
存
し
湖
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
一
五
九
　
（
三
二
七
）



　
　
　
第
四
管
　
　
畿
　
評

曾
根
に
登
見
さ
る
、
も
燈
は
更
に
高
き
位
澄
に
在
り
し
も

の
〉
、
滞
り
落
ち
だ
る
疑
あ
る
は
前
に
蓮
べ
た
り
○
古
竣
時

代
に
至
り
て
湖
面
漸
く
縮
小
し
π
る
は
永
明
村
塚
豊
田
村

下
有
賀
の
古
墳
の
如
き
も
の
、
存
在
に
よ
り
朋
か
な
り
G

然
れ
ざ
も
信
濃
風
土
記
の
成
り
し
頃
は
今
の
上
諏
訪
．
四

賀
、
宮
川
、
中
洲
、
湖
南
、
豊
田
、
湊
、
李
野
、
．
長
地
、

下
諏
訪
の
各
町
村
の
低
李
な
る
部
分
は
概
ね
水
に
蔽
は
れ

把
る
べ
し
》
吾
妻
鏡
に
建
長
三
年
諏
訪
祉
星
辰
弊
誌
の
見

ね
把
る
記
事
よ
り
推
し
て
今
の
中
洲
村
金
子
附
近
ま
で
湖

面
な
り
ご
想
は
る
Q
天
文
の
初
年
下
金
子
の
諏
訪
頼
重
の

陳
陣
城
あ
り
後
一
帯
の
湖
面
理
も
れ
て
要
害
薄
弱
こ
な
り

天
正
年
間
H
根
野
高
吉
、
上
諏
訪
に
高
島
城
を
築
き
浮
城

の
名
を
得
た
る
が
、
亦
犯
今
は
陸
地
の
内
部
に
在
り
○
爾

來
徳
川
幕
府
に
呈
出
せ
る
御
融
渡
注
進
の
塗
筆
嗣
に
よ
れ

ば
更
に
蒸
焼
を
纏
π
る
べ
く
、
湖
面
の
埋
立
に
よ
右
攣
化

は
次
第
に
進
み
現
在
に
至
る
ま
で
漸
次
埋
波
し
つ
、
め
り

故
に
淵
響
町
は
致
（
策
ふ
ハ
期
老
年
期
よ
り
儒
夘
七
一
期
瀕
死
伽
期
に
・
人

子
欝
国
串
購
歌
纏
君
著
諏
訪
湖
の
班
究
を
藷
…
む

．
第
　
二
　
鞭
瓢
　
　
　
一
山
ハ
○
　
　
（
三
二
八
）

ら
ん
こ
す
る
も
の
ご
着
倣
さ
る
。

　
諏
訪
湖
の
水
位
は
七
、
九
月
聞
に
最
も
高
く
一
悔
二
”

に
最
も
低
く
、
四
月
に
稽
高
く
五
月
に
低
く
、
一
年
を
通

じ
て
言
へ
ば
一
月
よ
ト
．
起
り
野
里
に
増
水
し
て
四
月
し
至

り
、
五
月
に
少
し
く
獄
じ
、
是
よ
り
再
び
会
し
て
七
月
に

最
高
に
蓬
し
、
八
九
月
の
聞
に
は
小
増
置
あ
り
．
九
月
以

後
濃
水
し
て
一
月
に
至
る
も
の
こ
す
○
而
し
て
婆
絶
樹
の

差
は
僅
に
一
、
二
三
米
に
過
ぎ
す
○

　
定
常
振
動
伍
鼠
。
岡
6
ψ
に
は
其
種
類
三
め
り
て
、
一
は
李

均
週
期
二
〇
》
八
分
（
量
り
一
心
赫
即
振
鋤
）
二
は
一
ム
ハ
、
二
噌
分

（
縦
の
壷
飾
振
動
）
に
し
て
、
三
は
九
二
分
の
横
の
難
蔀
振

な
り
。

　
水
温
は
由
聞
に
在
る
善
き
温
帯
湖
の
疇
色
を
有
す
る
も

夏
季
最
高
二
十
八
に
上
り
、
冬
季
は
氷
結
し
，
其
較
差
二

十
八
疲
に
達
す
る
は
本
州
諸
湖
・
牢
に
比
類
な
き
所
な
り
Q

其
結
氷
は
畢
均
一
月
一
B
（
最
早
十
二
月
十
九
日
、
に
し

て
、
解
氷
ぼ
三
月
一
H
（
最
早
一
月
三
十
“
最
晩
三
月
二



ら

十
五
β
）
の
結
氷
日
数
五
十
五
日
（
最
長
八
十
二
日
最
短

三
十
一
日
）
な
り
。
此
の
現
象
は
各
年
の
寒
氣
の
程
度
に

よ
ゆ
一
軍
な
ら
す
し
て
、
其
結
氷
に
件
ふ
氷
殼
の
鞍
釈
隆

起
は
古
字
諏
訪
朋
帥
の
渡
御
跡
な
り
こ
し
、
粟
方
向
に
よ

り
年
の
豊
凶
を
ト
し
、
之
を
奉
行
所
に
注
進
し
た
れ
ば
『

御
神
渡
』
注
進
に
關
す
る
記
録
は
今
を
距
る
四
百
七
＋
飴

年
前
の
嘉
畜
三
年
よ
り
今
日
ま
で
現
存
し
、
永
期
氣
候
攣

化
を
攻
究
す
る
貴
重
な
る
資
料
陀
り
。
其
墾
化
は
ブ
ソ
ユ

ツ
ク
ネ
ル
氏
三
十
五
ク
年
週
期
に
一
致
し
、
且
つ
其
外
に

七
グ
年
週
期
あ
り
て
太
陽
黒
黙
の
墾
化
の
み
に
依
る
も
の

に
評
す
し
て
緯
度
墾
化
の
影
響
を
併
せ
考
ふ
る
必
要
あ
る

を
知
ら
し
む
。
水
位
の
磁
化
に
も
亦
セ
六
ケ
年
縫
の
週
期

を
有
す
る
輪
廻
的
愛
化
の
存
す
る
は
之
ご
共
に
注
意
す
べ

き
も
の
な
り
。

　
諏
訪
湖
は
生
物
に
富
み
掌
大
の
水
な
る
も
其
水
産
の
利

頗
る
大
に
し
て
、
大
正
三
年
に
昇
る
十
ケ
年
否
均
五
萬
入

千
圓
に
上
り
悔
本
邦
諸
湖
申
其
の
一
町
歩
移
り
生
産
額
の

　
　
　
第
四
懸
　
　
三
門

第
一
位
を
畏
む
。
此
の
富
源
は
原
始
醜
文
化
の
民
族
こ
し

て
夙
に
移
住
を
起
さ
し
め
し
も
の
に
し
て
、
此
に
入
り
込

み
た
る
交
通
線
路
は
天
龍
釜
無
下
河
谷
に
由
り
参
遽
及
び
・

武
甲
の
地
方
よ
り
移
住
せ
る
も
の
、
越
後
よ
り
の
も
の
こ

相
合
し
、
從
っ
て
其
遺
物
に
は
墾
遽
式
、
武
甲
式
、
奥
越

式
こ
し
て
陸
別
さ
る
も
の
が
、
共
に
此
の
湖
盆
よ
り
螢
見

さ
る
、
も
亦
把
偶
然
な
ら
す
。

　
然
れ
ざ
も
此
の
天
然
の
要
害
あ
る
沃
土
は
小
規
模
の
経

濟
生
活
に
満
…
足
す
る
上
吉
よ
り
中
世
ま
で
の
聞
に
よ
く
其

重
黙
弱
る
地
位
を
維
持
せ
る
も
、
職
國
時
代
に
入
り
て
は

其
の
所
有
漕
更
に
塞
き
湖
盆
に
割
賑
す
る
も
の
》
敵
に
非

す
。
終
に
武
田
氏
の
手
に
落
ち
て
信
州
一
國
を
控
制
す
る

戦
略
的
位
置
の
み
が
認
め
ら
る
、
に
過
ぎ
す
最
近
鐡
滋
開

通
ご
水
力
の
利
用
に
よ
り
遊
覧
客
だ
心
立
業
の
涯
盛
を
見

る
こ
ご
》
な
り
、
瑞
西
諸
湖
の
風
光
ご
般
富
ご
に
比
較
す

べ
き
別
天
地
ご
化
せ
乃
ほ
ほ
山
開
四
湖
沼
の
入
山
叉
棉
叩
理
黒
ず
し
山
の

意
義
此
に
も
明
瞭
に
示
さ
る
》
な
り
。

芋
爵
田
申
陶
歌
腰
君
著
諏
訪
湖
の
研
究
を
罷
む

第
　
一
一
　
號
　
　
　
　
一
山
ハ
一
　
　
（
三
二
九
）



　
　
　
第
四
巻
　
　
批
評

本
書
二
審
に
挿
む
所
の
圖
版
四
百
四
十
八
、
巻
末
附
圖

四
版
、
附
表
二
百
八
十
四
を
数
へ
、
印
刷
器
血
肝
に
鮮
美

．
な
り
。
薯
者
及
び
助
手
橋
本
編
松
溜
の
手
に
成
り
セ
る
本

島
の
外
に
、
若
干
の
専
門
學
者
の
手
に
成
り
し
報
告
を
含

み
、
而
し
て
各
篇
皆
な
洗
づ
其
一
般
湖
沼
學
の
概
要
を
墓

げ
た
る
後
本
論
に
入
》
、
且
つ
各
項
に
内
外
湖
沼
こ
の
比

子
欝
…
閏
中
阿
歌
麿
論
著
諏
訪
湖
の
研
究
を
齪
む

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
卍
二
二
　
　
　
一
山
ハ
ニ
．
（
三
三
G
）

較
表
を
加
へ
た
れ
ば
、
諏
訪
湖
其
も
の
》
湖
沼
學
上
の
智

識
を
得
る
外
に
識
者
を
し
て
一
般
湖
沼
學
を
理
解
せ
し
む

る
も
の
あ
り
。
此
書
ヒ
し
て
二
憲
八
圓
五
言
銭
の
低
廉
な

る
方
便
を
以
て
販
責
せ
ら
る
、
は
信
濃
敷
育
會
諏
訪
部
曾

ご
登
愚
者
た
む
岩
波
書
店
の
誠
意
努
力
こ
し
て
科
學
界
の

大
に
戚
謝
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
所
な
転
o


